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＜研究の概要＞ 

＜検索用キーワード＞ 

プログラミング  計測・制御  個別最適な学びと協働的な学び 

主体的な問題解決 

自動車の安全技術を題材として、段階的に難易度を高めたプログラミング学習を

取り入れることで、生徒のコンピュータ操作への苦手意識を克服し、主体的に問

題解決に取り組ませる。また、個別最適な学びと協働的な学びの充実を図ること

で自らの考えを深めながらよりよい解決方法について考え、表現できる生徒の育

成を目ざすこととした。 
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１ 主題設定の理由 

 現在の社会では、生産年齢人口の減少、AI のめざましい進化や絶え間ない技術革新によ

り、将来の社会構造、雇用環境など予測が困難な世の中になっている。学習指導要領総則

では、学習の基盤となる資質・能力として情報活用能力を言語能力等と並べて示し、その

育成の重要性を強調している。また、「子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と

協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情

報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再

構築することができるようにすること」１）が学校教育において求められており、変化に積

極的に向き合うこと、他者との協働や様々な情報を見極めて新たな価値につなげることの

必要性が示されている。本研究の先行研究として、春日井市技術・家庭科研究会において、

令和元年度より令和５年度にかけて『「よりよい生活の実現と持続可能な社会の構築に向

け、 自ら工夫し創造する生徒の育成」‐問い直しから新しい視点や発想を取り入れる学習

活動を通して‐』という研究主題で共同研究を行ってきた。問題解決的な学習過程を学び

の土台として指導計画を構想し、２）課題の解決に向けた対話的で深い学びの学習を通して、

新たな条件や視点を加えた解決策や、最適化された解決策を生徒にもたせることを目ざし

た。更に、生徒が導いた最適解に対して、多面的・多角的な視点から問い直しを行い、視

点の広がりや思考の深化を図ることとした。これらの学習活動を通して、自ら工夫し創造

することができる生徒の育成を目ざした。しかし、この研究では「主体性」や「積極性」

については十分検討されていなかった。 

また、本研究を進める

上で対象となる中学３年

生に、技術の授業につい

てのアンケートを実施し

た（資料１）。その結果、

「プログラミングについ

て興味・関心があるか」

の問いに対して「そう思

う」「まあそう思う」と回

答した生徒は 61.8％で

あったのに対し、「コンピュー

タの操作が得意であるか」の問いに対して「そう思わない」「あまりそう思わない」と回答

した生徒は 67.3％であった。このことから、生徒はプログラミングに興味・関心がある一

方で、コンピュータの操作に苦手意識をもっていることが明らかになった。また、「他の人

の考え方から、自分にない考えや『気づき』を得たことがあるか」の問いに対しては 83％

の生徒が「そう思う」「まあそう思う」と回答している。 

そこで本研究では、段階的なプログラミング学習を取り入れることで、生徒のコンピュ

ータ操作への苦手意識を克服し、主体的に問題解決に取り組ませるとともに、個別最適な

学びと協働的な学びの充実を図ることで自らの考えを深めながらよりよい解決方法を導き、

表現できる生徒の育成を目ざすこととした。 

 

２ 研究の方法 

⑴ 研究の目標と目ざす生徒像 

主体的に問題解決に取り組む生徒の育成を本研究の目標とする。目標を具体化した生徒

像として、目ざす生徒像を「主体的に問題解決に取り組み、よりよい解決方法について考

え表現できる生徒」と設定し、本研究を進める。 

【資料１ 事前アンケート】  
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⑵ 研究の仮説とてだて 

目ざす生徒像に迫るため、以下に示す仮説を立て、それに対するてだてを講じた。 

① 研究の仮説 

 段階的なプログラミング学習を通して、主体的に問題解決に取り組むことで、よりよ

い解決方法について考え表現できるだろう。 

② てだて 

（ア）てだて１：身近な題材をもとにした課題設定 

身近な自動車の自動運転支援システムを題材とし、安全な運転支援システムのプログラ

ム開発を課題として設定することで、興味・関心をもって問題解決に取り組ませる。 

（イ）てだて２：段階的に技術的な問題の難易度を高める 

各題材の問題解決の難易度を段階的に高めながら、技術的な問題解決を繰り返すことで、

コンピュータが苦手な生徒でも理解しやすくし、最後まで諦めることなく取り組ませる。 

（ウ）てだて３：個別最適な学びと協働的な学びの一体的な指導の充実 

単元や１時間の授業内で、個別最適な学びと協働的な学びとを往還する学習活動を行う

ことで、主体的に問題解決に取り組ませる。 

（エ）てだて４：振り返りシートの工夫 

生徒が自身の学びについてメタ認知し、学びの見通しをもたせるための振り返り活動に

は堀氏が提唱する OPPA 論３ ）を取り入れ一枚ポートフォリオを振り返りシートとして活用

する。毎時間の授業の始めに各自で目標を立てて取り組ませ、授業の終わりに自己の学習

活動を振り返ることで、自らの学びを調整し、次の活動につなげる。 

⑶ 仮説の検証方法 

① アンケートの検証 

実践前後で「技術の授業に関するアンケート」を実施し、実践終了後には「指導方法に

ついてのアンケート」も行った。二つのアンケート結果から、生徒の現状を適切に把握し、

全体の変容及び抽出生徒の変容を確認する。 

② 抽出生徒 

本研究において、資料２のように３人の生徒の変容を観察することにした。 

生徒 A 

 

 プログラミングへの興味・関心は高いが、コンピュータ操作に苦手意識が

ある。周りと協働して作業することは苦手ではないが、消極的で分からない

ことは諦めてしまうことが多い。 

生徒 B 

 

 プログラミングへの興味・関心はやや高いが、コンピュータ操作に苦手意

識がある。周りと協働して作業することは得意としており、普段から活動に

積極的に取り組もうとする意欲が高い。 

生徒 C 

 

 プログラミングへの興味・関心が低く、コンピュータ操作に苦手意識があ

る。周りと協働して作業することが苦手で、活動も消極的である。 

            【資料２ 抽出生徒 A～C の様子】 

⑷ 研究対象 

① 対象生徒 

     本校３年生 186 名 

② 対象時期 

     令和６年７月から令和６年 12 月 

⑸ 研究計画 

資料３に研究計画を示す。 

月 研究内容 

4 月 事前調査 
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5～6 月 指定のコースを動かす順次プログラムの実行 

7 月 計測制御システムについて 

9 月～12 月 

実践①衝突防止システムのプログラム開発 

実践②衝突防止システムと車線逸脱防止システムを組み合わせたプ

ログラムの開発 

12 月 事後調査 

【資料３ 研究計画】 

 

⑹ 研究構想図 

研究を行うにあたり、資料４に研究構想図を示す。 

 

 

３ 研究の実際 

⑴ てだて１：身近な題材をもとにした課題設定 

使用する教材は、先行研究と同様に春日井市で導入されているロボット教材である（資

料５）。赤外線や超音波センサなど複数のセンサが搭載されており、こ

れらのセンサを組み合わせることで、実際の自動車に搭載されている

運転支援システムの機能を再現することができる。操作はビジュアル

プログラミング言語で行えるため、プログラミング経験が少ない生徒

でも視覚的に理解しやすく、問題解決に取り組みやすいと考える。ま

【資料４ 研究構想図】  

【資料５】ロボット教材 
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た、単元の始めには、実際の自動車に搭載

されている運転支援システムの流れを調

べる活動を行った。実際の自動車にはどの

ような技術が搭載されているのか、センサ

の種類や役割、制御の方法などを個々に調

べさせ、デジタルホワイトボードにまとめ

させた（資料６）。その際、「最も良いセン

サはあるのか」「運転者や同乗者、歩行者な

どさまざまな立場の人にとって安全な工

夫は何か」という問いを投げかけ活動に入

った。調べた情報や問いを整理しながら、

付箋や図で分かりやすく表現する生徒が多く見られた。 

⑵ てだて２：段階的に技術的な問題の難易度を高める 

 ア 実践① 衝突防止システムの開発 

 赤外線フォトリフレクタのみを用いた衝突防止システムについて、まずはセンサのはた

らきを理解させ、５㎝手前で停止させるプログラムを全員に作らせたのち、グループでそ

のシステムの改良を行わせた。初めは個体差のあるロボットの適切なしきい値を探すとこ

ろから始まり、ブレーキをかけることに精いっぱいだった生徒たちが、次第に安全性をよ

り高めるための最適なブレーキ距離や、より良いシステムに必要な機能を、意見を出し合

いながらプログラミングする様子が見受けられた。動きに注目するグループ（資料７）も

あれば、見た目に注目するグループ（資料８）もあった。衝突防止システムの開発を通し

て、安全なシステムとは何か、どのような要素が必要なのか、さまざまな観点から思考し、

表現する様子が見られた。    

イ 実践② 衝突防止システムと車線

逸脱防止システムを組み合わせたプログ

ラムの開発 

実践①の経験を生かし、複数のセンサ

を組み合わせたプログラムの開発を行っ

た。超音波センサによる衝突防止システ

ムと赤外線フォトリフレクタによる車線

逸脱防止システムを安全に作動させるプ

ログラムを考えさせた。生徒は複数のセ

ンサを組み合わせることに苦労しながら

も、それぞれのセンサに対する命令と動

【資料６】生徒 B がまとめたデジタルホワイトボード 

【資料７】動きに注目したプログラム 【資料８】見た目に注目したプログラム 

【資料９】個人で考えたプログラム 
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作を細かく確認し、正しい動きになるように何度もプログラムを修正していた。正しくプ

ログラミングできた生徒も、動き方や光、音の出し方など、どうすればより安全になるの

か、運転者だけでなく歩行者の立場からも考えながらプログラムを改良していた。初めの

衝突防止システムで考えたプログラムよりも複雑な動きで、より安全を追求したプログラ

ムをそれぞれ考え、表現することができていた（資料９）。 

⑶ てだて３：個別最適な学びと協働的な学びの一体的な指導の充実 

実践①の衝突防止システムの開発では、「前に壁があったら止まる」という基本の動作を

一斉授業の形態で全員に同じプログラムを作らせた。その後の衝突防止システムの改良・

開発はグループで考えさせた。グループワークでは生徒は役割を分担し、協力してプログ

ラムを作成していた。例えば、プログラ

ミングが得意な生徒は設計を、他の生徒

は動作確認や発表資料の作成などを担

当した。複数の意見や考えを整理しなが

ら、プログラムに反映させたり、スライ

ドにまとめたりすることができていた。

協働学習を通して、生徒は他者の考えや

表現の仕方を知り、自身の考えや表現を

深めていった。 

次に実践①で得た知識を生かし、実践

②では衝突防止システムと車線逸脱防

止システムを個別で考えさせた。まず、

より安全性を高めたシステムの目標を、

一人一人に設定させた（資料１０）。この

時、実践①で各班がまとめたプログラム

（資料７、８）や実際の自動車の安全シ

ステムの資料をクラウドに提示し、生徒

がいつでも参照できるようにした（資料

１１）。各自で決めた目標を達成しようと

クラウド上の資料や教科書などを参考に、

個別で取り組む生徒もいれば、プログラミングが得意な生徒にききながら取り組む生徒も

いた。それぞれが、自分で決めた目標に応じて、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

学習方法を主体的に選択し、学習課題に取り組む様子が見られた。          
⑷ てだて４：振り返りシートの工夫 

表計算ソフトを用いて振り返りシートを作成した（資料１２）。授業の始めに全体のめあ

てを確認した後、具体的なめあてを各自で入力させた。毎時間終了後は各自で身についた

ことや気づいたこと、次回に向けての改善点などを振り返り、シートに記入させた。また、

【資料１０】個人で考えたプログラムの目標 

 

【資料１１】クラウドに提示した資料  

【資料１２】振り返りシート 
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同じシートに他の生徒の記入欄を設けることで友達の考えを見られるようにし、タブを切

り替えることで、単元計画や前時の振り返りをいつでも参照できるようにした。振り返り

シートを活用することで、毎時間の授業の始めに目標を立てて取り組み、授業の終わりに

自己の学習活動を振り返ることで、自らの学びを調整し、次の活動につなげることができ

た。初めは漠然と入力していた生徒も、後半になるにつれ他の生徒の記述も参考にしなが

ら具体的に自分のめあてと振り返りを表現できるようになった。 

 

４ 結果と考察 

 本研究の目標と目ざす生徒像の実現に向けて、仮説の立証とてだての有効性について考

察する。「技術の授業に関するアンケート」を実践の前後でとり、「指導方法に関するアン

ケート」を実践終了後に行った。アンケートの調査結果から仮説を検証し、全体の変容、

抽出生徒の変容について述べることとする。 

⑴   仮説の検証 

「てだて１：身近な題材をもとにした課題の設定」について、「自動車の自動運転支援シ

ステムを題材としたことで、興味関心をもって取り組むことができたか」の問いには

93.7％、「身近な自動車の自動運転支援システムを題材としたことで、自ら進んで問題解決

に取り組むことができたか」の問いには 87.4％の生徒が「そう思う」「まあそう思う」と

肯定的に回答をした（資料１３）。この結果から、身近な題材が生徒の興味・関心を引き出

し、主体的に問題解決に取り組むうえで効果的だと考える。また、単元の始めに運転支援

システムを調べる活動では、「センサとコンピュータのつながりを理解できた。計測制御シ

ステムを組み合わせれば車の安全性が向上できると思う。」「計測制御システムを利用し『物

体の発見後すぐに停まり、物体が無くなったら２秒後に再度動く』プログラミングをして

みたい。」といった記述が見られ、この活動が自動運転支援システムの問題解決に向けた意

欲づけにつながったと考える。 

「てだて２：段階的に技術的な難易度を高める」について、「段階的に進めていくことで、

最後まで粘り強く取り組むことができたか」の問いには 90.5％の生徒が「そう思う」「ま

あそう思う」と肯定的に回答した（資料１３）。また、実践終了後のアンケートの「よりよ

いシステムについて自ら考

えてプログラムに表現する

ことができるようになった

か」の問いに対して、「簡単

なものからだんだん難しい

ものを作ったから前より作

れるようになった。」「どうす

ればよいシステムになるか

考えの幅が広がり、そのプロ

グラムの組み方が徐々に表

現できるようになった。」と回

答があった。段階的に難易度を上げることで、実践②では自ら改善点や課題を見つけ最後

まで粘り強く主体的に取り組む様子が見られ、さまざまな考えや視点を組み合わせてより

よいプログラムを表現することができていた。これらの結果や記述から、プログラミング

の授業において自動車の自動運転支援システムを題材とし、段階的に難易度を高めた指導

は有効であったと考える。 

 「てだて３：個別最適な学びと協働的な学びの一体的な指導の充実」について、「はじめ

に基本的なプログラムを全員で学ぶことで、それ以降の問題解決がスムーズに行うことが

【資料１３】指導方法に対するアンケート結果 
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で き た か 」 の 問 い に は

89.3％、「衝突防止システムを

班で考えたことは、後のプロ

グラムの表したい感じやイメ

ージや工夫を考えるときに役

に 立 っ た か 」 の 問 い に は

86.2％の生徒が「そう思う」

「まあそう思う」と回答した。

更に、「わからない所を自分で

考えたり、調べたり、友達に

聞いたりするなど自分に合っ

た方法を選択して、学習を進めることができたか」という問いに対しては 94.4％の生徒が

肯定的な回答をした（資料１４）。それぞれの項目で 80％以上の生徒が肯定的な反応を示

したことは、この指導方法が広く生徒に受け入れられ、学習意欲を高めたことを示してい

る。「自動運転支援システムの製作を最後まで粘り強く取り組むことができたのはなぜか」

という問いには、「諦めずに何度も友達と協力して問題点をあげ、解決策を考えたから。」

「他の人のシステムを見て、自分の改善点を効率的に見つけることができたから。」「どう

すればよいか自分で考え、目標を形にできたから。」といった記述が見られた。個別最適な

学びと協働的な学びを一体的に充実させることで、生徒はさまざまな考えをもち、仲間の

意見も参考にしながら自らの学びを深めよりよい解決方法について考えることができるよ

うになったと考える。 

「てだて４：振り返りシートの工夫」について、「指導方法に関するアンケート」の「振

り返りシートを記入することで、見通しをもって取り組むことができたか」、「振り返りシ

ートを記入することで、自分が何ができて何ができないかわかるようになったか」など、

「振り返りシート」に関する

四つの質問項目全てで 80％

以上の肯定的な回答が得られ

た（資料１５）。具体的には「振

り返りシートにはいつも書き

たいことがあったから、粘り

強く取り組めた。」「毎回授業

を 受 け る た び 課 題 が 見 つ か

り、それに対して次の授業で

取り組めた。」といった記述が

見られた。これらの結果や記

述から、振り返りシートの活用

は生徒の学習意欲をいっそう高め、改善点や課題を明確化することで、主体的な問題解決

の促進に有効であったと考える。   

⑵   全体の変容 

コンピュータに苦手意識がある生徒に対しても興味をひく、わかりやすい授業ができれ

ば主体的な問題解決に取り組むことができるのではないかと考え実践を重ねた。 

「プログラミングについて興味・関心があるか」という問いでは、「そう思う」「まあそ

う思う」の割合が 61.4％から 7 ポイント増加し、68.8％になった。また、「よりよいシス

テムについて自ら考えてプログラムに表現することができるようになったか」の問いでは

85.0％の生徒が肯定的に回答した。その理由として、「プログラムの作り方が分かり、色々

【資料１４】指導方法に対するアンケート結果 

【資料１５】指導方法に対するアンケート結果 
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なものを組み込めたから。」「友達の意見を聞いたりすることで次はこうしようと考えて取

り組むことができたから。」「自分では思いつかなかったものを作れるようになったから。」

と述べていた。「問題解決学習に最後まで粘り強く取り組むことができたか」の問いには

81.8％の生徒が肯定的に回答した。その理由として、「自分だけでは最後までできなかった

けど友達と協力して行うことでモチベーションが上がったから。」「わからないことが多か

ったけど友達に聞いてアドバイスをもらったり、教えてもらったりしながら最後まで取り

組めたから。」「わからない友達がいたら協力して作っていくと、どんどん改善点が出てき

たから。」と述べていた。 

これらのアンケートから、四つのてだてを行ったことで、主体的に問題解決に取り組む

ことができ、よりよい解決方法について表現できる生徒を育成できたと考える。 

⑶ 抽出生徒の変容 

 抽出生徒Ａ～Ｃの、「技術の授業に関するアンケート」の実践前後の結果の比較や事後に

行った「指導方法に関するアンケート」と振り返りの記述から変容を調べた。 

① 抽出生徒Ａについて 

 生徒Ａについてのアンケート結果を以下に示す（資料１６）。生徒Ａはコンピュータ操作

に苦手意識がある生徒である。授業前は「技術の授業は楽しいか」という問いに対して「あ

まりそう思わない」と回答していたが、授業後は「まあそう思う」に変化した。単元を通

して粘り強く取り組み、自ら表現できるようになったと回答している。 

 

 

 

また、振り返りシートでは、以下のような変化が見られた（資料１７～１９）。初めは漠

然とした目標と記録だけの振り返りだったが、第８時では具体的な目標を設定することが

できており、次時に向けての意欲的な記述への変容が見られた。振り返りシートの記述内

容やアンケート結果から、問題解決に向けて主体的に取り組むことができたと考える。 

【資料１７ 生徒 A の振り返りシート（第３時）】  

【資料１８ 生徒 A の振り返りシート（第８時）】  

【資料１９ 生徒 A の振り返りシート（第９時）】  

 

② 抽出生徒Ｂについて 

生徒Ｂについてのアンケート結果を資料２０に示す。「プログラムをつくれるようにな

りたいか」の問いに対しては「あまりそう思わない」から「そう思う」に変化した。「粘り

強く取り組むことができたか」「表現することができるようになったか」の問いに対してど

ちらも「まあそう思う」と回答している。グループでの活動では周囲に積極的に意見を伝

設問内容 事前 事後 記述理由

技術の授業は楽しい あまりそう思わない まあそう思う

他の人の考え方から、自分にない考えや「気づ
き」を得たことがある

あまりそう思わない そう思う

自動運転支援システムの製作を最後まで粘り強
く取り組むことができた

まあそう思う いろいろ自分なりに考えて制作をしてプログラムができたから。

この単元を行う前と比べて、よりよいシステム
について自ら考えてプログラムに表現すること
ができるようになった

そう思う
単元を行う前はほぼ何もわかっていなかったけれど授業を進めるうちにプロ
グラムを理解し表現できるようになったから。

【資料１６】生徒 A のアンケート結果  
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える姿や、わからないプログラムを質問しながら諦めずに取り組む姿が見られた。 

 

また、実践②のプログラムは資料２１から資料２２のように変化した。しきい値の設定

や速度を細かく設定し、ブザーやライトの表し方を工夫して付け足されていることから、

よりよい問題解決方法について考え、表現できるようになった。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 抽出生徒Ｃについて 

 生徒Ｃのアンケート結果を資料２３に示す。自分に合った学習方法で進めることができ

たものの、最後まで粘り強く取り組むことができず、自ら表現することがあまりできなか

ったと回答していた。段階的に難易度を高めたものの、プログラムが複雑になるにつれて

諦めてしまい、目ざしたプログラムを表現させることができなかった。ただ、ふだんは活

動に積極的でない生徒Ｃは「よりよいシステムについて自ら考えてプログラムに表現する

ことができるようになったか」で「あまりそう思わない」と回答したものの「他の人の考

えを参考に考えた。」と記述しており、他者の考えや表現の仕方を取り入れながら問題解決

に取り組むことはできたと考えられる。また、単元末の振り返りには「学習前は安全なブ

レーキをつければ交通事故を減らせると思っていたけれど、ブレーキだけだと意味がない

ことが学習を通して分かったから、安全で安心できるよりよい自動車を開発するにはブレ

ーキ以外にも多くのシステムが必要で細かい作業が必要だと思った。」という記述があり、

安全なシステムが必要なことは理解している様子が見受けられた。 

 

 

 

設問内容 事前 事後 記述理由

プログラミングについて興味・関心がある まあそう思う まあそう思う

プログラムをつくれるようになりたい あまりそう思わない そう思う

自動運転支援システムの製作を最後まで粘り強
く取り組むことができた

まあそう思う
どうしたら安全性の高いプログラムを作れるか、最後まで考えていろんな人
の意見を聞いて、自分のプログラムに活かす事ができたから。

この単元を行う前と比べて、よりよいシステム
について自ら考えてプログラムに表現すること
ができるようになった

まあそう思う
初めてプログラムを作って、一つのことをするのにたくさんのプログラムが
あることを知って、毎回の授業で考えながら行うことができたから。

設問内容 事前 事後 記述理由

他の人の考え方から、自分にない考えや「気づ
き」を得たことがある

まあそう思う まあそう思う

わからない所を自分で考えたり、調べたり、友
達に聞いたりするなど自分に合った方法を選択
して、学習を進めることができた

まあそう思う

自動運転支援システムの製作を最後まで粘り強
く取り組むことができた

そう思わない 失敗した時どう改良すればいいかがわからずそのままにしていたから

この単元を行う前と比べて、よりよいシステム
について自ら考えてプログラムに表現すること
ができるようになった

あまりそう思わない 他の人のを参考に考えたから

【資料２０】生徒 B のアンケート結果  

【資料２１】始めのプログラム 

【資料２２】最終のプログラム 

【資料２３】生徒 C のアンケート結果 
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５ 研究の成果と今後の課題 

⑴ 研究の成果 

本研究では、計測・制御システムのプログラミングにおいて、生徒にとって身近な課題

を設定し、問題解決型学習に取り組んだ。また、プログラミング学習では、意図的に技術

的な問題の難易度を段階的に高めることで、着実に知識・技能を習得し、課題解決に向け

て考え表現することができた。更に、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的に充

実した授業をねらい、課題解決に向けての学びの進め方を生徒が主体的に選択しながら進

めることができた。振り返りとして一枚ポートフォリオを活用した振り返りシートを導入

したことで、自分が「何ができて、わかっていて、何ができていないのか」をメタ認知す

ることができ、今後の課題解決に向けての見通しをもち、題材を通して粘り強く学習に取

り組むことができた。生徒の振り返りからも「優先度を変えて止まる時は止まらせ、他の

ＬＥＤやブザーもうまく使うことができた。しかし、車線逸脱防止の時、カクカクした動

きになったので、次はこの原因をつきとめてより正確にする。」「車線逸脱防止システムに

ライトやブザーなどを付け加えていくとごちゃごちゃでとても長いプログラムになってし

まったから次回はプログラムをもっと短く簡単にしていきたい。」など主体的に学習に取

り組もうとする姿が見られた。 

 本研究の終末に取った事後アンケートでは、「自動運転支援システムの製作を最後まで

粘り強く取り組むことができたか。」の問いに対し、81.8％の生徒が肯定的に回答した。ま

た、「この単元を行う前と比べて、よりよいシステムについて自ら考えてプログラムに表現

することができるようになりましたか。」という問いでは、85.0％の生徒が「そう思う」「ま

あそう思う」と回答した。自らプログラムに表現できるようになった理由については、「新

たにこの機能をつければもっと良くなるのではないかプログラムを組んでいる最中に思い

浮かんだ事が多かったから。」「単元前までは自動車の安全性能についてあまり関心がなか

ったが、単元を通して自動車の安全性能についての関心が大きくなったため、自ら考えて、

自分の考えをプログラムとして表現できたから。」といった記述が見られた。これらの結果

から、主体的に問題解決に取り組んだ経験が、よりよい解決方法について考え表現する力

の向上につながったと言える。こうした生徒たちの変容は、本研究が目ざした姿であり、

目標とする生徒の育成を実現できたと考えられる。以上のことから、本研究「主体的に問

題解決に取り組み、よりよい解決方法について考え表現できる生徒の育成」についての取

り組みの有効性が確認された。 

⑵ 今後の課題 

 課題としては、単元の前に比べてよりよい解決方法について考え表現できると回答した

ものの、「自分の思いや考えを表現することが得意か」の問いに対しては「あまりそう思わ

ない」「そう思わない」の割合が６ポイント増加し 60％であった（資料２４）。これは、プ

ログラムの難易度が上がるにつれて自分の理想が高まる一方、それを具体的に表現できな

いことが自覚できるようになったためだと考えられる。また、段階的に問題解決に取り組

ませていたものの、プログラミングが苦手な生徒には、難しかったと考えられる。そこで、

より難易度を下げたプログラムにしたり、視

覚的にわかりやすい資料を提示したりする

など、誰もが「できた」「わかった」と実感で

きるような成功体験を重ねていくことが必

要であると感じている。今回の研究結果を踏

まえ、主体的に問題解決をしながら、自分の

考えに自信を持って表現できる生徒の育成

を目ざし、授業研究を重ねていきたい。 【資料２４ アンケート結果】 
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